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はじめに 
このたびは、「LM-321/LM-322 多機能ﾚﾍﾞﾙ測定器」をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使い下さい。 

また、取扱説明書は大切に保存し、必要なときにお読み下さい。 
 

－注意事項－ 

 ◎本機器を不法改造すると法令により処罰されることがあります。 

 ◎本機器に貼っている証明ﾗﾍﾞﾙや製造番号を剥がすとその効力が失われます。 

 

日本国外への持ち出しについて 
「この製品（または技術）を国際的な平和および安全の維持の妨げとなる使用目的を有するものに再提供 

したり、また、そのような目的に自ら使用したり第三者に使用させたりしないようお願いいたします。 

尚、輸出等される場合は外為法および関係法令の定めるところに従い必要な手続きをおとりください。」 
 

This is notificatiｏｎ that you, as purchaser of the products/technology, are not allowed to perform any of 

the following: 

1.Resell or retransfer these products/technology to any party intending to disturb internatiｏｎal peace and 

security. 

2.Use these products/technology yourself for activities disturbing internatiｏｎal peace and security. 

3.Allow any other party to use these products/technology for activities disturbing internatiｏｎal peace and 

security. 

Also, as purchaser of these products/technology, you agree to follow the procedures for the export or 

transfer of these products/technology, under the Foreign Exchange and Foreign Trade Cｏｎtrol Law, when 

you export or transfer the products/technology abroad. 
 

 

ｱﾌﾀｰｻｰﾋﾞｽについて 
無償保証期間は御納入から１年間とさせていただきますが、落下による破損や規格以上の過大入力による

障害等の取り扱い方法に起因する修理につきましては、有償とさせていただく事があります。 

修理のお問い合わせはお求めになった販売代理店、又は弊社営業までご連絡下さい。 
 

ご注意 
本書の内容の一部又は全部を無断で転載することは固くお断りします。 

本機器の故障、誤動作、不具合などによって生じた損害等の純粋経済損害につきましては、当社は一切そ

の責任を負いかねますので、あらかじめご了承下さい。 
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安全上のご注意 
■ ご使用の前にこの取扱説明をよくお読みのうえ、正しくお使い下さい。 

■ お読みになったあとは、いつでも見られる所に必ず保管して下さい。 
 

表示の意味 

 

この表示は『人が死亡または重傷を負う 

可能性が想定される』という意味です。  

この表示は『人が傷害を負う可能性が 

想定される』という意味です。 

 

記号の説明 

注意内容の記号 

『注意して下さい』 
       

一般注意 感電注意  発火注意 

指示内容の記号 

『必ず実施』 
    

一般指示 ﾌﾟﾗｸﾞを抜く 

禁止内容の記号 

『してはいけない』 
                 

一般禁止  分解禁止  火気禁止  水ぬれ禁止 接触禁止   ぬれ手禁止 

 

 

z 濡れた手で、ｹｰﾌﾞﾙやｺﾈｸﾀにさわらないで下さい。 

   感電や故障の原因になります。  
z 本機器およびｹｰﾌﾞﾙは熱器具に触れないようにして下さい。 

   また、ｹｰﾌﾞﾙやｺﾈｸﾀが傷んでいたり、ｺﾈｸﾀの差込がゆるい 

   ときは使用しないで下さい。 火災や感電の原因になります。 
 

 

 

z 落下の恐れがありますので、本体を確実に固定して下さい。 

また、ｹｰﾌﾞﾙは必ず指定のものをご使用下さい。  
z 機器を設置するときは、電源プラグをｺﾝｾﾝﾄから抜いて下さい。 

故障の原因になる事があります。  

z 防水構造ではありませんので、水をかけたりしないでください。 
 

z 分解や改造などを行なわないで下さい。 

  
z 火気の近くで使用たり、暖房器具の近くなどの熱い場所に設置しないで

下さい。変形や故障の原因になります。  
z 本機器を落下させたり投げたりしないで下さい。強い衝撃を与えると故障

の原因となります。  

z 本機器は乾いた布で拭いて下さい。本機器が変形、変色等の原因となり

ますのでｼﾝﾅｰ、ﾍﾞﾝｼﾞﾝ等の有機溶剤では絶対拭かないで下さい。  

z ほこりの多い場所、ｶﾞｽ中雰囲気や水蒸気が直接当たる場所、直射日光

の当たる場所には設置しないで下さい。性能や寿命を低下させたり、故

障の原因となります。  
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1. 概要 
 

本測定器は音声帯域の通信機器の保守及びﾌｨｰﾙﾄﾞﾒﾝﾃﾅﾝｽの為に必要な発振器、ﾚﾍﾞﾙ計、電圧計、抵

抗計を備えたﾊﾝﾃﾞｨﾀｲﾌﾟの多機能ﾚﾍﾞﾙ測定器です。 

また、ﾌｨｰﾙﾄﾞにおける作業、試験、ﾃﾞｰﾀ収集の効率向上の為に、音声ﾓﾆﾀ機能、ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能(最大値

/最小値の保持)、単一周波測定機能、通話機能、ﾃﾞｰﾀ保存機能等の付加機能を備えております。 

 

 

2. 機能・特長 
 

本測定器は以下の機能を有しております。 

 

① 発振器 200Hz～25kHz/-50dBm～+5dBm の 600Ω系 発振器を備えており、周波数は

10Hz 単位、ﾚﾍﾞﾙは 1dB 単位で設定可能です。 

また、11 ﾎﾟｲﾝﾄのｽﾃｯﾌﾟ周波数設定を備えており、周波数特性測定時には

効率の良い測定が可能です。 

② ﾚﾍﾞﾙ計 80Hz～25kHz/-60dBm～+10dBm の 600Ω系 ﾚﾍﾞﾙ計を備えており、信号ﾚﾍﾞﾙ

や雑音ﾚﾍﾞﾙの測定が可能です。 

入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽを 600Ω終端/HIGH(50kΩ以上)切替可能ですので、運用中

の回線に接続して信号ﾚﾍﾞﾙの確認も可能です。 

③ ﾌｨﾙﾀ 

 (LM-322 に実装) 

音声回線の評価に必要な O.41 ｿﾌｫﾒｰﾀ特性ﾌｨﾙﾀの他、BPF、BEF を備えてお

りますので、評価雑音測定や漏話等の測定が簡単に行えます。 

④ 周波数ｶｳﾝﾀ ﾚﾍﾞﾙ計に連動する周波数ｶｳﾝﾀを備えており、測定中の信号の周波数を確認

出来ます。 

⑤ 信号ﾓﾆﾀ機能 ﾚﾍﾞﾙ計に連動する信号ﾓﾆﾀを備えており、測定中の信号をｽﾋﾟｰｶ(又は送受

話器)で聞く事が出来ます。 

⑥ 電圧計 直流電圧計、交流電圧計を備えており、装置に供給される電源電圧やｾﾝｻ

等の出力電圧の確認が可能です。 

⑦ 抵抗計 導通ﾁｪｯｸ付き抵抗計を備えております。 

⑧ ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能 測定値の最大値/最小値を保持するﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能を備えており、長時間に

わたるﾚﾍﾞﾙ変動や電圧、抵抗の変動幅を確認可能です。 

⑨ 単一周波測定機能 ﾓﾃﾞﾑのｱﾝｻｰﾄｰﾝ等の単一周波数信号のﾚﾍﾞﾙ測定が簡単に行えます。 

⑩ 通話機能 4W 回線による対向での通話が可能です。 

⑪ ﾃﾞｰﾀ保存機能 

 (LM-322 に実装) 

測定ﾃﾞｰﾀを MMC(ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱｶｰﾄﾞ)に保存可能です。保存された測定ﾃﾞｰﾀはﾊﾟ

ｿｺﾝの表計算ｿﾌﾄ等で読込可能な CSV 形式で保存されています。 
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3. 構成 
 

3.1. 標準構成品 
 

・本体 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 台  

・測定ｺｰﾄﾞ PWT-121 (M1PS－ﾐﾉﾑｼｸﾘｯﾌﾟ 1m)・・・・ 2 本  

・ﾃｽﾀｰ棒 PWT-290 (赤黒 50cm)  ・・・・・・・ 1 組  

・送受話器 HS-107  ・・・・・・・・・・・・・・ 1 個  

・本体ｹｰｽ PC-972 ・・・・・・・・・・・・・・ 1 個  

・単電池 単３ ・・・・・・・・・・・・・・・ 4 本  

・取扱説明書 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 部  

 

3.2. ｵﾌﾟｼｮﾝ品 
 

・AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ ACP-311M   

・ｿﾌﾄｹｰｽ PC-800   

・ﾊｰﾄﾞｹｰｽ PC-916   

・測定ｺｰﾄﾞ PWT-101 ：M1P－M1P 1m  

 PWT-103 ：M1P－M1P 2m  

 PWT-113 ：M1PS－I214APS 2m  

 PWT-123 ：M1PS－ﾐﾉﾑｼｸﾘｯﾌﾟ 2m  

 PWT-311 ：M1PS－M1PS 1m  

 PWT-313 ：M1PS－M1PS 2m  

・ﾚﾀｰｺｲﾙ RC-101   
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4.4.4.4. 仕様仕様仕様仕様    

 

4.1.4.1.4.1.4.1. 仕様仕様仕様仕様    

 

項  目 
仕   様 

ＬＭ－３２１ ＬＭ－３２２ 

 

 

 

レ

ベ

ル

計 

測定ﾓー ﾄ゙  FLAT （80Hz～25kHz） FLAT (80Hz～25kHz) 

ﾌｨﾙﾀ ITU-T O.41準拠 ｿﾌｫﾒー ﾀ特性ﾌｨﾙﾀ 

F0：800Hz、1000Hz、1020Hz、1500Hz BPF/BEF 

   ＊ ﾌｨﾙﾀは4.2.ﾌｨﾙﾀ仕様 参照の事 

ﾚﾍ゙ ﾙ測定範囲 -60dBm～+10dBm 

(↑↓：ｵー ﾊ゙ /ーｱﾝﾀ゙ ﾌーﾛー  表示付き) 

FLAT -60dBm～+10dBm 

ﾌｨﾙﾀ設定時 -70dBm～+10dBm 

(↑↓：ｵー ﾊ゙ /ーｱﾝﾀ゙ ﾌーﾛー  表示付き) 

絶対最大入力ﾚﾍ゙ ﾙ +20dBm  ＊ HIGH設定時、一般加入回線への接続可能 

周波数測定範囲 80Hz～25kHz 

入力ｲﾝﾋ゚ ﾀー゙ ﾝｽ 600Ω(600Ω±2%以内)平衡 / HIGH（50kΩ以上）    

ﾚﾍ゙ ﾙ測定確度/分解能 

(FLAT) 

80Hz～300Hz ：±1.0dB以内 300Hz～4kHz：±0.5dB以内 4kHz～25kHz：±1.0dB以内 

 表示分解能  0.1dB  

直線性  

      (FLAT) 

-60dBm～-50dBm：±0.5dB以内  

-50dBm～+10dBm：±0.3dB以内 

-70dBm～-50dBm：±0.5dB以内 

-50dBm～+10dBm：±0.3dB以内 

周波数ｶｳﾝﾀ 80Hz～25kHz ／ 表示分解能：1Hz / 係数誤差：±2Hz以内 (正弦波計数時) 

ﾓﾆﾀｽﾋ゚ ｶー 入力信号をﾓﾆﾀｽﾋ゚ ｶーにてﾓﾆﾀ可能 (AGC回路、ﾎ゙ ﾘｭー ﾑ付き) 

 

 

 

発

振

器 

発振周波数 200Hz～25kHz MANUAL：10Hzｽﾃｯﾌ゚ で設定可能 

STEP1：0.3/0.6/0.8/1.0/1.3/1.5/1.8/2.0/2.5/3.0/3.4kHz 

STEP2：0.2/0.3/0.4/0.6/0.8/1.0/1.5/2.4/3.0/3.4/3.5kHz 

出力ﾚﾍ゙ ﾙ -50dBm～+5dBm ／ 1dBmｽﾃｯﾌ゚ で設定可能 

出力ｲﾝﾋ゚ ﾀー゙ ﾝｽ 600Ω(600Ω±10%以内)平衡 

周波数確度 ±0.01%以内 

出力ﾚﾍ゙ ﾙ確度 200Hz～300Hz：±0.5dB以内 310Hz～4kHz：±0.2dB以内 4.01kHz～10kHz：±0.3dB以内 10.01kHz～25kHz：±0.5dB以内 

信号純度 総合歪み率：40dB以上 200Hz～3.4kHz出力時  0dBm出力時 

不要送出：4kHz～ 8kHz：p-30dB以下 8kHz～12kHz：p-50dB以下 12kHz～50kHz：p-50dB以下 P:1kHz/0dBm 

直

流

電

圧

計 

電圧測定範囲 0V～±300V  (↑↓：ｵー ﾊ゙ /ーｱﾝﾀ゙ ﾌーﾛー  表示付き) 

入力ｲﾝﾋ゚ ﾀー゙ ﾝｽ 5MΩ以上 

絶対最大印可電圧 500V (DC/AC共) 

測定確度/分解能 ±(0.5% rdg±2ﾃ゙ ｼ゙ ｯﾄ)以内 

 表示分解能 0.000V 

±10.00V 

±30.0V 

～ 

～ 

～ 

±9.999V 

±29.99V 

±300.0V 

（分解能 0.001V） 

（分解能  0.01V） 

（分解能 0.1V） 

交

流

電

圧

計 

電圧測定範囲 0V～300V  (↑：ｵー ﾊ゙ ﾌーﾛー  表示付き) 

入力ｲﾝﾋ゚ ﾀー゙ ﾝｽ 5MΩ以上 

絶対最大印可電圧 500V (DC/AC共) 

測定確度/分解能 ±(2% rdg±2ﾃ゙ ｼ゙ ｯﾄ)以内 

 表示分解能 0V ～ 300V  (分解能 1V) 
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仕   様 項  目 

ＬＭ－３２１ ＬＭ－３２２ 

抵抗測定範囲 0～3MΩ (↑：ｵー ﾊ゙ ﾌーﾛー  表示付き) 

測定確度/分解能 ±（2% rdg±2ﾃ゙ ｼ゙ ｯﾄ）以内 

 表示分解能 0Ω 

1.000kΩ 

3.30kΩ 

33.0kΩ 

330kΩ 

1.000MΩ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

～ 

999Ω 

3.299kΩ 

32.99KΩ 

329.9KΩ 

999kΩ 

3.000MΩ 

（分解能  1Ω） 

（分解能  1Ω） 

（分解能 10Ω） 

（分解能 100Ω） 

（分解能 1kΩ） 

（分解能 1kΩ） 

絶対最大印可電圧 450V (DC/AC共) 

抵

抗

計 

導通ﾁｪｯｸ 200Ω未満でﾌ゙ ｻ゙ ｰ鳴動 

ﾋ゚ ｸーﾎー ﾙﾄ゙ 機能 機能ON後 表示値の 最大値/最小値 を保持 

設定された周波数検出時のﾚﾍ゙ ﾙを保持 単一周波測定機能 

 設定周波数範囲 

 検出周波数範囲 

 検出時間 

300Hz～24kHz：10Hz単位で設定可能 

設定周波数±50Hz (計数誤差 ±5Hz以内) 

1500msec以内   

通話機能 4W専用線による通話可能 

  

ﾃ゙ ﾀー保存機能  ｷー 入力により測定ﾃ゙ ﾀーの保存可能 

 

電源 単3乾電池 4本 、 ACｱﾀ゙ ﾌ゚ ﾀ(ACP-311M)使用可能 

性能保証 温度/湿度 温度：0～40℃ 湿度：20～85%(但し結露無き事) 

寸法・質量 D90 × H32 × W195 ｍｍ (突起物含まず)   約450ｇ(電池含まず) 

 

 

 

 
警告 

・外部電源 外部電源による使用時は、必ず指定の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(ACP-311M)を使用して

下さい。 

ACP-311M 以外の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用すると本体の電源部を破壊し、火災、

感電、故障の原因となります。 
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4.2.  ﾌｨﾙﾀ仕様 
 

4.2.1.  構成 
LM-322 多機能ﾚﾍﾞﾙ測定器には音声帯域試験用ﾌｨﾙﾀとしてｿﾌｫﾒｰﾀ特性ﾌｨﾙﾀ、ﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ（中心周波数：800Hz、

1000Hz、1020Hz、1500Hz）および、ﾊﾞﾝﾄﾞｴﾘﾐﾈｰｼｮﾝﾌｨﾙﾀ（中心周波数：800Hz、1000Hz、1020Hz、1500Hz）を以下の構成にて

実装しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2.2.  ｿﾌｫ特性ﾌｨﾙﾀ 仕様 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 規格 

ﾚﾍﾞﾙ測定確度 ±１ｄB 以内 

＊ 800Hz(reference)点における値です 

周波数偏差 上表を参照下さい 

 

 

 

 

 

 

 

 

LPF
ローパスフィルタ

レベル計

5000Hz フィルタ

・ ｿﾌｫ特性ﾌｨﾙﾀ
・ ﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ
・ ﾊﾞﾝﾄﾞｴﾘﾐﾈｰｼｮﾝﾌｨﾙﾀ

 

減衰量 【dB】

0

-10

-20

-30

-40

-50
100 200 300 400 500 700 1000 2000 30004000 50006000

周波数 【Hz】 

 100
 200
 300
 400
 500
 600
 700
 800
 900
1000
1200
1400
1600
1800
2000
2500
3000
3500
4000
4500
5000

-41.0
-21.0
-10.6
-6.3
-3.6
-2.0
-0.9

     0.0
   +0.6 
   +1.0
     0.0

-0.9
-1.7
-2.4
-3.0
-4.2
-5.6
-8.5

-15.0
-25.0
-36.0

周波数
［Hz］

減衰量
［ｄB］

2
2
2
1
1
1
1
1

0(reference)
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
3
3

誤差
［ｄB］
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4.2.3.4.2.3.4.2.3.4.2.3.     ﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ（ﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ（ﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ（ﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾟｽﾌｨﾙﾀ（BPFBPFBPFBPF）仕様）仕様）仕様）仕様    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾌｨﾙﾀ 特性 

種別 Ap As Fsl Fpl Fpu Fsu 

ｆ０： 800Hz ±1.0dB  45dB 以上  700Hz  790Hz  810Hz  900Hz  

ｆ０：1000Hz ±1.0dB  45dB 以上  900Hz  990Hz  1010Hz  1100Hz  

ｆ０：1020Hz ±1.0dB  45dB 以上  920Hz  1010Hz  1030Hz  1120Hz  

ｆ０：1500Hz ±1.0dB  45dB 以上  1400Hz  1490Hz  1510Hz  1600Hz  

 

 

 

4.2.4.4.2.4.4.2.4.4.2.4.     ﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞｴﾘﾐﾈｰｼｮﾝﾌｨﾙﾀｴﾘﾐﾈｰｼｮﾝﾌｨﾙﾀｴﾘﾐﾈｰｼｮﾝﾌｨﾙﾀｴﾘﾐﾈｰｼｮﾝﾌｨﾙﾀ(BEF)(BEF)(BEF)(BEF)仕様仕様仕様仕様    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾌｨﾙﾀ 特性 

種別 Ap As Fpl Fsl Fsu Fpu 

ｆ０： 800Hz ±1.0dB  45dB 以上  700Hz  790Hz  810Hz  900Hz  

ｆ０：1000Hz ±1.0dB  45dB 以上  900Hz  990Hz  1010Hz  1100Hz  

ｆ０：1020Hz ±1.0dB  45dB 以上  920Hz  1010Hz  1030Hz  1120Hz  

ｆ０：1500Hz ±1.0dB  45dB 以上  1400Hz  1490Hz  1510Hz  1600Hz  

 

 

 

 

Aｓ

Aｐ

0

減衰量(dB)

周波数(Hz)

Fsl Fpl Fpu Fsu

 Ap ﾊﾞﾝﾄﾞﾊﾟｽ端減衰量(dB) 

 As ｽﾄｯﾌﾟﾊﾞﾝﾄﾞ端減衰量(dB) 

 Fsl ｽﾄｯﾌﾟﾊﾞﾝﾄﾞ下端側周波数(Hz) 

 Fpl ﾊﾟｽﾊﾞﾝﾄﾞ下端側周波数(Hz) 

 Fpu ﾊﾟｽﾊﾞﾝﾄﾞ上端側周波数(Hz) 

 Fsu ｽﾄｯﾌﾟﾊﾞﾝﾄﾞ上端側周波数(Hz) 

 

Aｓ

Aｐ

0

減衰量(dB)

周波数(Hz)

FslFpl FpuFsu

 

 Ap ﾊﾟｽﾊﾞﾝﾄﾞ端減衰量(dB) 

 As ｽﾄｯﾌﾟﾊﾞﾝﾄﾞ端減衰量(dB) 

 Fsl ｽﾄｯﾌﾟﾊﾞﾝﾄﾞ下端側周波数(Hz) 

 Fpl ﾊﾟｽﾊﾞﾝﾄﾞ下端側周波数(Hz) 

 Fpu ﾊﾟｽﾊﾞﾝﾄﾞ上端側周波数(Hz) 

 Fsu ｽﾄｯﾌﾟﾊﾞﾝﾄﾞ上端側周波数(Hz) 
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5.5.5.5. 各部の名称と機能各部の名称と機能各部の名称と機能各部の名称と機能    

 

【 LM-321 】                     【 LM-322 】 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名  称 機 能 / 概 要 

 

端 

 

子 

発振器 出力端子 発振器出力端子です。 

SG 端子 SG 端子です。 

ﾚﾍﾞﾙ計 入力端子 ﾚﾍﾞﾙ計入力端子です。 

抵抗計 接続端子 抵抗計(導通ﾁｪｯｸ) 測定端子です。測定ｺｰﾄﾞ(PWT-290)を接続し使用します。 

電圧計 入力端子 直流電圧/交流電圧 測定端子です。測定ｺｰﾄﾞ(PWT-290)を接続し使用します。 

 表示器 設定内容や測定結果を表示します。 

 

 

キ

｜

ス

イ

ッ

チ 

電源ｽｲｯﾁ 電源の ON/OFF 及び、日付時刻表示、ﾊﾞｯﾃﾘ残量表示を行います。 

発振器 設定ｷｰ 発振器の出力周波数/ﾚﾍﾞﾙの設定、機能 OFF を行います。 

ﾚﾍﾞﾙ計 設定ｷｰ ﾚﾍﾞﾙ計の入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽの切替、周波数ｶｳﾝﾀ，ﾓﾆﾀｽﾋﾟｰｶの ON/OFF を行います。 

ﾚﾍﾞﾙ計/ﾌｨﾙﾀ 設定ｷｰ/LED ﾌｨﾙﾀの種別設定、設定内容の LED 表示を行います。(LM-322 のみ) 

ﾏﾙﾁﾒｰﾀ 設定ｷｰ 抵抗計、導通ﾁｪｯｸ、直流電圧計、交流電圧計を起動します。 

ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ ｷｰ ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能の ON/OFF、保持値(REAL：現在値、MAX：最大値、MIN：最小値)の

表示切換を行います。 

単一周波測定 設定ｷｰ 単一周波数測定の ON/OFF、測定の開始/停止を制御します。 

通話 ｷｰ 通話機能の ON/OFF を行います。 

ﾃﾞｰﾀ保存 ｷｰ 測定ﾃﾞｰﾀの保存の開始/停止、保存ﾓｰﾄﾞの設定を行います。(LM-322 のみ) 

ﾃﾞｰﾀ保存ﾓｰﾄﾞ 設定ｷｰ 

ｽﾋﾟｰｶ/送受話器 ﾎﾞﾘｭｰﾑ ｽﾋﾟｰｶ/送受話器の音量調整を行います。 

 送受話器ｼﾞｬｯｸ 送受話器(HS-107)を接続します。 

 外部電源用ｼﾞｬｯｸ AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(ACP-311M)を接続します。 

 

 

 

電圧計

入力端子

抵抗計

接続端子

発振器

出力端子

SG端子

ﾚﾍﾞﾙ計

入力端子

送受話器

ｼﾞｬｯｸ

ﾏﾙﾁﾒｰﾀ

設定ｷｰ

発振器

設定ｷｰ

ﾚﾍﾞﾙ計

設定ｷｰ

ｶｰｿﾙｷｰ 通話ｷｰ

ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ

ｷｰ

単一周波測定

設定ｷｰ

ｽﾋﾟｰｶ/送受話器

ﾎﾞﾘｭｰﾑ

外部電源用

ｼﾞｬｯｸ

表示器

電源ｽｲｯﾁ

TALK

OSC

SG

LM

REC
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6. 操作説明 
 

6.1. 電源ｽｲｯﾁ 
 

OFF ： 全ての回路が停止状態となります。 

日付時刻、ﾊﾞｯﾃﾘ残量表示を行います。 

・ 日付時刻は測定ﾃﾞｰﾀ保存時に測定ﾃﾞｰﾀに付加されますので、6.2.日

付時刻設定を参照し、日付時刻の設定を行って下さい。 

DATE ： 

・ ﾊﾞｯﾃﾘ残量は AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ (ACP-311M) 挿入時には、AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀの電

圧が表示されます。（この時、約 4.5V 程度の電圧値が表示されま

す。） 

ON ： 通常の電源入り状態となります。 

この状態で測定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ﾊﾞｯﾃﾘｱﾗｰﾑ ﾊﾞｯﾃﾘ電圧 4.01V 未満となりますと ﾏｰｸがﾌﾘｯｶ表示し、測定を中止し

ます。  
注意 

・電池交換 裏面の蓋を▼方向に押すと蓋が開きます。古い電池を外し、新しい電池と

交換して下さい。 

この時、電池の極性(ｾｯﾄの向き)には十分注意して下さい。 

極性を間違いますと本体の電源部を破壊する可能性が有ります。 

 

 
警告 

・外部電源 外部電源による使用時は、必ず指定の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ(ACP-311M)を使用して

下さい。 

ACP-311M 以外の AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀを使用すると本体の電源部を破壊し、火災、

感電、故障の原因となります。 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・電池寿命 電池寿命はｱﾙｶﾘ(LR6)使用で 8 時間以上となっていますが、長時間の測

定を行う場合には AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀでのご使用をお薦めします。 

＊ 本値は保証値では無くあくまでも目安となります。 

＊ 測定条件は ﾚﾍﾞﾙ計で HIGH ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ設定、1kHz/0dBm の信号測

定時です。 

 

 

 

日付時刻表示 

ﾊﾞｯﾃﾘ残量表示 

ﾊﾞｯﾃﾘｲﾝｼﾞｹｰﾀ表示 

BATT +5.3V～+6.4V

BATT +5.0V～+5.2V

BATT +4.7V～+4.9V

BATT +4.4V～+4.6V

BATT +4.1V～+4.3V

BATT +4.01V未満(ﾌﾘｯｶ)
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6.2. 日付時刻設定 
 

電源ｽｲｯﾁを DATE にすると、日付時刻、ﾊﾞｯﾃﾘ残量表示となり日付の下にｶｰｿﾙが表示されます。 

 、  ｷｰで変更したい位置にｶｰｿﾙを動かし、  、  ｷｰで日付時刻の変更を行います。 

変更終了後、電源ｽｲｯﾁを ON に位置にしますと変更を行った日付時刻で更新を行います。 

 

日付、時刻の変更箇所への移動は、日付(DATE)の日にち 1 桁目で  ｷｰまたは、年 10 桁目で  ｷｰ

押下で時刻(WATCH)表示に切り替わり、時刻の秒1 桁目で  ｷｰまたは、時 10 桁目で  ｷｰ押下で日

付表示に切り替わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

6.3. 電源投入 
 

電源ｽｲｯﾁを ON の位置にすると、LCD 表示が前点灯し約 3 秒間のｾﾙﾌﾁｪｯｸの後、ﾚﾍﾞﾙ計(入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 

HIGH)となり、測定を開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

LCD 全点灯 

ﾚﾍﾞﾙ計 

 入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ :HIGH 

 周波数ｶｳﾝﾀ :OFF 

 ﾓﾆﾀｽﾋﾟｰｶ :OFF 

ｾﾙﾌﾁｪｯｸ(約 3 秒) 
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6.4. ﾚﾍﾞﾙ計 (LEVEL METER：LM) の使い方 
 

電源投入後または
HIGH
600Ω 、

FRQ.COUNT

、
MONIT.SP

 及び
FILTER
TYPE 、

FILTER
FRQ.  ｷｰ押下でﾚﾍﾞﾙ計が起動します。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

6.4.1. 入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽの切替 
 

HIGH
600Ω  ｷｰ押下毎に、入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽが切り替わります。 

 

 
警告 

・入力 

ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 

電源 OFF 中および、電源投入後は入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽは HIGH に設定され

ています。 

通信中の回線に接続する場合は必ず入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽが HIGH になって

いる事を確認し接続して下さい。 

600Ωで接続しますと実回線に影響を与えます。 
 

 

6.4.2. 周波数ｶｳﾝﾀ 
 

FRQ.COUNT

 ｷｰ押下で周波数ｶｳﾝﾀ機能が ON/OFF し、機能 ON 中は表示器に周波数が表示されます。 

 

周波数ｶｳﾝﾀはﾚﾍﾞﾙ計(LM 端子)に入力される信号の周波数を表示します。 

ﾓﾃﾞﾑなどの変調された信号や、ﾊﾞｰｽﾄ的に出力される信号は正しく測定出来ません。 

また、-60dBm 未満(FLAT 時)、-70dBm 未満(ﾌｨﾙﾀ設定時)や+10dBm を超える信号の測定出来ません。 

 

 

6.4.3. ﾓﾆﾀｽﾋﾟｰｶ 
 

MONIT.SP
 ｷｰ押下でﾓﾆﾀｽﾋﾟｰｶが ON/OFF し、機能 ON 中は表示器に  ﾏｰｸが表示されます。 

 

ﾓﾆﾀｽﾋﾟｰｶはﾚﾍﾞﾙ計(LM 端子)に入力される信号をｽﾋﾟｰｶでﾓﾆﾀする機能です。 

入力された信号は AGC(ｵｰﾄｹﾞｲﾝｺﾝﾄﾛｰﾙ) 回路で一定ﾚﾍﾞﾙに自動調整されます。 

 

送受話器をｲﾔﾎﾝｼﾞｬｯｸに挿入しますとｽﾋﾟｰｶは OFF し、送受話器でﾓﾆﾀ可能となります。 

 

周波数ｶｳﾝﾀ 

入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ 測定ﾚﾍﾞﾙ 

ﾓﾆﾀｽﾋﾟｰｶ 
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6.4.4. ﾌｨﾙﾀ設定 (LM-322 のみ) 
 

FILTER
TYPE 、

FILTER
FRQ.  ｷｰ押下でﾌｨﾙﾀの種別、BPF(ﾊﾞﾝﾄﾞ･ﾊﾟｽ･ﾌｨﾙﾀ)、BEF(ﾊﾞﾝﾄﾞ･ｴﾘﾐﾈｰｼｮﾝ･ﾌｨﾙﾀ) の中心周

波数の設定を行います。 

 
FILTER
TYPE ｷｰでﾌｨﾙﾀの種別を FLAT→BPF→BEF→O.41→FLAT と切り替えます。 

 
FILTER
FRQ.  ｷｰ押下で BPF、BEF の中心周波数を 800Hz→1000Hz→1020Hz→

1500Hz→800Hz と切り替えます。 
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6.5. 発振器 (OSCILLATOR：OSC) の使い方 
 

STEP1,2
MANUAL 、

dBm
 ｷｰ押下により発振器が起動します。 

発振器起動時は同時にﾚﾍﾞﾙ計も起動します。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.5.1. 出力周波数の設定 
 
STEP1,2
MANUAL  ｷｰ押下毎に出力周波数の設定方法が STEP１→STEP2→MANUAL→STEP1 と切り替わります。 

 

STEP1  ： 、  ｷｰにより、画面上の▲ﾏｰｸを左右に移動させ周波数の設定を行います。 

設定可能な周波数は 0.3,0.6,0.8,1.0,1.3,1.5,1.8,2.0,2.5,3.0,3.4kHz になります。 

 

STEP2  ： 、  ｷｰにより、画面上の▲ﾏｰｸを左右に移動させ周波数の設定を行います。 

設定可能な周波数は 0.2,0.3,0.4,0.6,0.8,1.0,1.5,2.4,3.0,3.4,3.5kHz になります。 

 

MANUAL： 、  ｷｰにより変更を行う桁にｶｰｿﾙを合わせ、  、  ｷｰで周波数の設定を

行います。 

周波数は 10Hz 単位で 200Hz～25kHz の設定が可能です。 
 

 

6.5.2. 出力ﾚﾍﾞﾙの設定 
 

dBm
 ｷｰ押下により、出力ﾚﾍﾞﾙ表示下にｶｰｿﾙが表示されます。 

 

、  ｷｰにより変更を行う桁にｶｰｿﾙを合わせ、  、  ｷｰで出力ﾚﾍﾞﾙの設定を行います。 

出力ﾚﾍﾞﾙは 1dB 単位で－50dBm～＋5dBm の設定が可能です。 
 

 

STEP
0.2
0.3

0.3
0.6

0.4
0.8

0.6
1.0

0.8
1.3

1.0
1.5

1.5
1.8

2.4
2.0

3.0
2.5

3.4
3.0

3.5
3.4

Hz
2:
1:

 

ﾚﾍﾞﾙ計表示 

発振器 出力ﾚﾍﾞﾙ表示 

発振器 出力周波数表示 

 (STEP 周波数設定時▲ﾏｰｸが表示されます。) 
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6.6. 直流電圧計 (DC-V) の使い方 
 

DC-V
 ｷｰ押下により直流電圧計(DC-V) が起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.7. 交流電圧計 (AC-V) の使い方 
 

AC-V
 ｷｰ押下により交流電圧計(AC-V) が起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.8. 抵抗計 (Ω) 、導通ﾁｪｯｸ (Ω ) の使い方 
 

Ω
 ｷｰ押下により抵抗計(Ω) が起動し、

Ω
 ｷｰ押下毎に導通ﾁｪｯｸ機能が ON/OFF します。 

 

導通ﾁｪｯｸ時は  ﾏｰｸが表示され、200Ω未満でﾌﾞｻﾞｰ鳴動します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導通ﾁｪｯｸ時表示 
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6.9.6.9.6.9.6.9. ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能の使い方ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能の使い方ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能の使い方ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能の使い方    

 

測定値の最大値、最小値を保持しますので、長時間にわたる信号ﾚﾍﾞﾙや電圧、抵抗の変動幅の確認が容

易に行えます。 

 

 

ﾚﾍﾞﾙ計、直流電圧計、交流電圧計、抵抗計において、

PEAK

HOLD

 ｷｰ押下でﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能が ON/OFF します。 

ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能を ON とすると、それ以降の測定値の最大値(MAX)、最小値(MIN)が記憶され、

REAL

MAX

MIN

 ｷｰで

現在値(REAL)、最大値(MAX)、最小値(MIN)を切り替えて表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

REAL

MAX

MIN

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

REAL

MAX

MIN

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

REAL

MAX

MIN

 

 

 

ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・最大値/最小値 最大値(MAX)、最小値(MIN)として記録される値は、表示値が記録さ

れます。 

本測定器の表示周期は約 500msec 程度でｵｰﾄﾚﾝｼﾞ機能(自動的に

測定に適切なﾚﾝｼﾞに切り替わる)を有している為、瞬断などの短時

間の変動は記録出来ません。 

通信回線や電源ﾗｲﾝの瞬断などの測定にはﾚﾍﾞﾙ変動記録計(弊社

型式：DLR-203)等の記録速度の早い測定器を使用して下さい。 

 

 

 

 

 

 

【 現在値(REAL)表示 】 

【 最大値(MAX)表示 】 

【 最小値(MIN)表示 】 
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6.10. 単一周波測定機能の使い方 
 

設定された周波数検出時のﾚﾍﾞﾙを保持可能ですので、ﾓﾃﾞﾑやﾌｧｸｼﾐﾘ等のｱﾝｻｰﾄｰﾝ等の単一周波信号の

ﾚﾍﾞﾙを簡単に測定可能です。 

 

 

HOLD
 ｷｰ押下で単一周波測定ﾓｰﾄﾞに切り替わりますので、検出する信号の周波数を設定し

START
STOP  ｷｰ押下

で測定を開始します。 

設定された周波数を検出すると、測定を停止し検出した信号のﾚﾍﾞﾙ、周波数を保持します。 

 

              
HOLD

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

             
START
STOP  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             << 設定した周波信号の検出 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

             
START
STOP         

HOLD
 

 

 

単一周波測定の終了 

 

 
ﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ 

・周波数検出 周波数検出は設定された周波数の±50Hz の信号が連続で約 1.5 秒以上

入力される事で検出します。 

検出した入力信号の周波数とﾚﾍﾞﾙを保持し測定を停止します。 

 
 

 

 

 

 

検 出 周 波 数 の 設 定 を 、

 、  、  ｷｰで設定し

ます。 

 

設定後
START
STOP  ｷｰ押下により測定

を開始します。 

検出する信号の周波数 

測定中は周波数、ﾚﾍﾞﾙがﾌﾘｯｶ表

示となります。 

 
START
STOP  ｷｰで測定を中止します。 

設定した周波数信号を検出する

と、その信号の周波数とﾚﾍﾞﾙを表

示し測定を終了します。 

 

再度測定を行う場合は、
START
STOP  ｷ

ｰで再度測定を開始します。 
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6.11. 通話機能 
 

4W 回線で対向による通話が可能ですので、別途打合せ回線を用意することなく対向試験が可能です。 

 

ＴＡＬＫ
 ｷｰ押下により通話機能が ON となります。この時  ﾏｰｸが表示されます。 

 

 

【 通話の構成 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LM-321/322 

(1) 

 LM-321/322 

(2) 

LM 

REC 

4WS LM 

REC 

OSC 

TALK 

4WR OSC 

TALK 

 

 

 

OSC
TALK

LM
REC

OSC
TALK

LM
REC

４ＷＳ

４ＷＲ

送受話器 送受話器
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6.12.6.12.6.12.6.12. 測定ﾃﾞｰﾀの保存測定ﾃﾞｰﾀの保存測定ﾃﾞｰﾀの保存測定ﾃﾞｰﾀの保存    (LM(LM(LM(LM----322322322322 のみのみのみのみ))))    

 

測定ﾃﾞｰﾀを MMC(ﾏﾙﾁ･ﾒﾃﾞｨｱ･ｶｰﾄﾞ)に保存可能です。 

測定ﾃﾞｰﾀは CSV 形式で保存されますので、ﾊﾟｿｺﾝの表計算ｿﾌﾄ等で読込み、帳票作成やﾚﾍﾞﾙ変動、電圧変

動等のｸﾞﾗﾌ作成を簡単に行う事が出来ます。 

 

測定ﾃﾞｰﾀの保存は、本体側面の DATA SAVE ｽｲｯﾁで連続保存(CONTINUANCE)/1 ﾃﾞｰﾀ保存(SINGLE)で

設定し、

DATA

SAVE

 ｷｰ押下で測定ﾃﾞｰﾀの保存を行います。 

 

連続保存 

(CONTINUANCE) 

DATA

SAVE

 ｷｰ押下で測定ﾃﾞｰﾀを 1 秒間隔で保存し、再度

DATA

SAVE

 ｷｰ押下で保存を終了し

ます。 

1 つのﾌｧｲﾙには 21,000 個の測定ﾃﾞｰﾀを保存し、21,001 個目の測定ﾃﾞｰﾀは新

たなﾌｧｲﾙを作成し保存します。 

1 ﾃﾞｰﾀ保存 

(SINGLE) 

DATA

SAVE

 ｷｰ押下時の測定ﾃﾞｰﾀを保存します。 

 

 

 

 

注意 

・MMC 使用可能な記録ﾒﾃﾞｨｱは MMC および MMC 規格に上位互換する SD ｶ

ｰﾄﾞとなります。 

また、ﾒﾃﾞｨｱの容量の上限は FAT16 ﾌｧｲﾙｼｽﾃﾑの上限である 2GBYTE

となります。 

 

・ﾌｫｰﾏｯﾄ 

 

FAT16 にのみ対応しております。 

FAT32、NTSF でﾌｫｰﾏｯﾄされたﾒﾃﾞｨｱは挿入しても認識出来ませんので

事前にﾊﾟｿｺﾝで FAT16 でﾌｫｰﾏｯﾄを行ってから使用して下さい。 

 

・保存ﾃﾞｰﾀの

削除 

保存ﾃﾞｰﾀをﾊﾟｿｺﾝに転送し削除を行う場合、全ての測定ﾃﾞｰﾀを削除し

て使用して下さい。 

ﾌｧｲﾙが不連続に並んだ状態で使用しますと、書込可能なｾｸﾀの検索を

行いながら測定ﾃﾞｰﾀの書込を行う為、1 秒間隔でﾃﾞｰﾀの保存が出来な

い場合があります。 

・ｶｰﾄﾞの抜挿 ｶｰﾄﾞの抜挿時は、必ず電源を OFF とし行って下さい。 

・測定ｺｰﾄﾞの 

 抜挿 

LM IN、OSC OUT への測定ｺｰﾄﾞの差し込みは平行に差し込んで測定を

行って下さい。（斜め上から差し込むと測定ｺｰﾄﾞの金具が MMC ｶｰﾄﾞに

接触し、MMC ｶｰﾄﾞが出てくる場合があります。) 

 

 

6.12.1.1.6.12.1.1.6.12.1.1.6.12.1.1. ﾌｧｲﾙ名ﾌｧｲﾙ名ﾌｧｲﾙ名ﾌｧｲﾙ名    

 

保存ﾌｧｲﾙのﾌｧｲﾙ名は 

DATA

SAVE

 ｷｰ押下時の日付時刻から自動的に以下のように生成されます。 
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6.12.2. 測定ﾃﾞｰﾀの保存内容 
 

(1) ﾚﾍﾞﾙ計の保存内容 （ 発振器＋ﾚﾍﾞﾙ計 時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［設定］ ＬＭ ﾚﾍﾞﾙ計の設定内容を表示します。 

 INP 入力ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽの設定内容を表示します。 

 * HIGH/600Ω のいずれかが記録されます。 

 FILTER ﾌｨﾙﾀの設定内容を表示します。 

 * FLAT/BPF/BEF/O.41 のいずれかが記録されます。 

 PEAK HOLD ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能の設定内容を表示します。 

 * ON/OFF のいずれかが記録されます。 

［DATA］  測定ﾃﾞｰﾀを記録します。 

 日付時刻 時刻情報(ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ)です。 

 LM-REAL ［dBm］ 測定値です。 

 LM-MAX ［dBm］ 時刻情報(ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ)までの最大値です。 

* ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ：OFF 時は記録されません。 

 LM-MIN ［dBm］ 時刻情報(ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ)までの最小値です。 

* ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ：OFF 時は記録されません。 

 LM-FRQ ［Hz］ 周波数ｶｳﾝﾀの値です。 

* 周波数ｶｳﾝﾀ：OFF 時は記録されません。 

 OSC-FRQ ［Hz］ 発振器の出力周波数です。 

 * 発振器：OFF 時は記録されません。 

 OSC-LEVEL  

［dBm］ 

発振器の出力レベルです。 

 * 発振器：OFF 時は記録されません。 
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(2) 直流電圧計の保存内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［設定］ DCV 直流電圧計の設定内容を表示します。 

 PEAK HOLD ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能の設定内容を表示します。 

 * ON/OFF のいずれかが記録されます。 

［DATA］  測定ﾃﾞｰﾀを記録します。 

 日付時刻 時刻情報(ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ)です。 

 DCV-REAL ［V］ 測定値です。 

 DCV-MAX ［V］ 時刻情報(ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ)までの最大値です。 

* ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ：OFF 時は記録されません。 

 DCV-MIN ［V］ 時刻情報(ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ)までの最小値です。 

* ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ：OFF 時は記録されません。 

 

 

(3) 交流電圧計の保存内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［設定］ ACV 交流電圧計の設定内容を表示します。 

 PEAK HOLD ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能の設定内容を表示します。 

 * ON/OFF のいずれかが記録されます。 

［DATA］  測定ﾃﾞｰﾀを記録します。 

 日付時刻 時刻情報(ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ)です。 

 ACV-REAL ［V］ 測定値です。 

 ACV-MAX ［V］ 時刻情報(ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ)までの最大値です。 

* ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ：OFF 時は記録されません。 

 ACV-MIN ［V］ 時刻情報(ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ)までの最小値です。 

* ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ：OFF 時は記録されません。 
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(4) 抵抗計の保存内容 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

［設定］ Ω 抵抗計の設定内容を表示します。 

 PEAK HOLD ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ機能の設定内容を表示します。 

 * ON/OFF のいずれかが記録されます。 

［DATA］  測定ﾃﾞｰﾀを記録します。 

 日付時刻 時刻情報(ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ)です。 

 Ω-REAL ［Ω］ 測定値です。 

 Ω-MAX ［Ω］ 時刻情報(ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ)までの最大値です。 

* ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ：OFF 時は記録されません。 

 Ω-MIN ［Ω］ 時刻情報(ﾀｲﾑｽﾀﾝﾌﾟ)までの最小値です。 

* ﾋﾟｰｸﾎｰﾙﾄﾞ：OFF 時は記録されません。 

 
 


